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年 

共
通
テ
ス
ト
本
試 

 
【
文
章
Ⅰ
】
『
論
語
』
・
皆
川
淇
園
『
論
語
繹
解
』
現
代
語
訳 

 

※
一
部
、
振
り
仮
名
や
返
り
点
も
補
足
し
て
い
ま
す
。 

  

次
の
【
文
章
Ⅰ
】
は
、
『
論
語
』
の
一
節
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
江
戸
時
代
の
漢
学
者
で
あ
る 

皆 み
な

川 が
わ

淇 き

園 え
ん

（
一
七
三
五―

一
八
〇
七
）
が
著
し
た
注
釈
で
あ
り
、
【
文
章
Ⅱ
】
は
、
淇
園
の
弟
子

で
あ
る
田
中

た

な

か

履 り

堂 ど
う

（
一
七
八
五―
一
八
三
〇
）
が
著
し
た
読
書
論
で
あ
る
。 

   

子 し 

曰 い
ハ
ク

、
「
賜 し 

也 や

、 

(

ア)

女
な
ん
ぢ

以 も
つ
テ

レ

予 よ
ヲ 

為 な
ス

二

多

 

ク

学

 

ビ
テ

而 

識 し
ル

レ

之

 

ヲ 

者 も
の
ト

一

与 か
ト

。
」 

対 こ
た
ヘ
テ

曰

 

ハ
ク

、
「
然 し

か
リ

。(

イ)

非 ひ
ナ
ル 

与 か
ト

。
」 

曰

 

ハ
ク

「
非 ひ 

也 な
り

。
予 よ

ハ 

一 い
つ

以

 

テ 

貫 つ
ら
ぬ
ク
ト

レ

之

 

ヲ

。
」 

（
『
論
語
』
に
よ
る
）   

（
孔
子
）
先
生
が
言
う
こ
と
に
は
、
「
子
貢
よ
。 

あ
な
た
は
私
に
つ
い
て
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
知
識
が
多
い
者
だ
と
思
っ
て
い
る
か
。
」 

（
子
貢
が
）
答
え
る
こ
と
に
は
、
「
そ
う
で
す
。
ち
が
う
の
で
す
か
。
」 

孔
子
先
生
が
言
う
こ
と
に
は
、
「
ち
が
い
ま
す
。
私
は
一
つ
の
こ
と
で
貫
い
て
い
る
の
で
す
」
。 



 
夫 ふ

う 
子 し 
蓋 け

だ
シ

常

 

ニ 

聞

 

ク
ニ

下

子 し

貢 こ
う
ノ 

称 し
ょ
う
ス
ル

二

夫 

子

 

ヲ

一

之 の 

言 げ
ん
ヲ

上

、 

似

 

タ
リ

レ

為 な
ス
ニ

下

多
 

ク

学
 

ビ

二

諸 し
ょ

経 き
ょ
う
ヲ

一

、
ａ

又 ま
タ 

能 よ
ク 

強
き
ょ
う

記 き
シ
テ

識 し
リ

二

其 そ
ノ

文

 

ヲ

一

、 

因 よ
リ
テ

以

 

テ 

得 う
ル

レ

成 な
ス
ヲ

二 

其
 

ノ 
徳

 

ヲ

一

者 も
の
ト

上

。 

 

是 こ
ノ 

故 ゆ
ゑ
ニ

Ａ

夫 

子 

擬 ぎ

二

言 げ
ん
シ
テ

其

 

ノ 
意 い

ヲ

一

、
以

 

テ 

訊 た
づ
ヌ
ル

レ

之

 

ヲ 

也 な
り

。 

「
曰

 

ハ
ク

、
『
非 ひ 

也 な
り

。
予 よ

ハ 

一 い
つ 

以

 

テ 

貫 つ
ら
ぬ
ク
ト

レ

之
 

ヲ

。
』
」
者 は

、 

言 い
フ
コ
コ
ロ
ハ

学 

問 

之 

法
、 

不
レ

可
べ
カ
ラ

三

貪

 

リ
テ

レ

多 た
ヲ

務
つ
と
メ

レ

博
は
く
ニ

、
龐
雜

は
う
ざ
つ

冗

乱

 

ニ
シ
テ

、

反
か
へ
ツ
テ

闇
く
ら
ク
ス

二

其
 

ノ

智 ち
ヲ

一

。 

 

唯 た
ダ 

得 え
テ

二

一 

要 

道

 

ヲ

一 

主

 

ト
ス
ル
ノ
ミ
ト

レ

之

 

ヲ

。 

 

（
皆
川
淇
園
『
論
語
繹 え

き

解 か
い

』
に
よ
る
）   

 

多
く
の
（
儒
教
の
）
古
典
を
学
び
、
そ
の
上
ま
た
、
そ
の
内
容
を
よ
く
覚
え
、 

そ
れ
に
よ
っ
て
人
格
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
者
だ
と
考
え
て
い
る
ふ
し
が
見
受
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

孔
子
は
お
そ
ら
く
、 
日
頃
、
子
貢
が
孔
子
を
褒
め
称
え
る
言
葉
を
聞
く
に
あ
た
っ
て
、 

そ
れ
で
、 

 
 

 

孔
子
は
子
貢
の
考
え
を
推
し
量
っ
て
言
お
う
と
し
て
、 
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
尋
ね
た
の
だ
。 

「
（
孔
子
が
）
『
ち
が
い
ま
す
。
私
は
一
つ
の
こ
と
で
貫
い
て
い
る
の
で
す
』
と
言
っ
た
の
は
、 

趣
旨
と
し
て
は
、
学
問
の
習
得
方
法
は
、 

 

多
く
の
知
識
を
貪
っ
て
博
識
と
な
る
努
力
を
し
て
、
雑
然
と
ま
と
ま
り
の
な
い
状
態
に
な
り
、 

か
え
っ
て
（
知
識
に
惑
わ
さ
れ
て
）
叡
智
を
暗
愚
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
。 

た
だ
一
つ
の
基
軸
と
な
る
要
点
を
把
握
し
て
そ
れ
を
重
視
し
て
貫
く
だ
け
に
す
る
べ
き
だ
。 


